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東
日
本
大
震
災
の
大
津
波
は

私
達
に
南
三
陸
町
や
大
槌
町
、
陸

前
高
田
市
の
様
に
町
並
み
が
消
え
、

悲
惨
な
被
災
者
を
出
さ
な
い
町
づ

く
り
を
教
え
て
く
れ
た
。
明
日
は

我
が
身
と
な
ら
な
い
た
め
に
、
将

来
高
規
格
道
路
が
予
想
さ
れ
る
国

営
農
地
の
丘
陵
地
帯
に
庁
舎
移
転

を
す
れ
ば
、
新
し
い
町
づ
く
り
の

基
と
な
る
千
載
一
遇
の
機
会
で
は

な
か
ろ
う
か
。

　
東
北
の
被
災
地
が
取
り
組
ん
で

い
る
町
ご
と
高
台
へ
の
移
転
を
、

３０
年
先
取
り
し
て
こ
そ
人
災
を

避
け
人
の
命
を
大
事
に
す
る
政
治

で
は
な
い
か
。

　
町
づ
く
り
に
は
色
々
な
観
点
の

も
と
、
利
便
性
や
機
能
面
等
も
あ

り
、
防
災
一
辺
等
で
は
行
か
ず
、

こ
れ
ら
の
す
べ
て
を
庁
舎
位
置
が

左
右
す
る
問
題
で
は
な
い
。

　
庁
舎
候
補
地
で
あ
る
ス
ケ
ン
谷

は
、
非
常
時
に
職
員
の
集
合
や
情

報
収
集
が
可
能
で
あ
り
、
バ
イ
バ

ス
が
近
く
を
通
り
避
難
路
の
効
果

も
あ
る
。

　
　
機
構
改
革
に
よ
る
財
政
再
建

で
新
し
い
都
市
づ
く
り
の
橋
下
市

長
の
「
都
構
想
」
は
、
知
事
当
時

の
も
の
。
明
治
の
年
間
予
算
２
千

万
円
と
同
額
の
築
港
事
業
に
匹
敵

す
る
都
市
づ
く
り
が
出
来
る
か
否

か
だ
が
、
ど
う
思
う
か
。

　
し
が
ら
み
や
既
成
概
念
に
と
ら

わ
れ
な
い
突
破
力
、
情
報
発
信
能

力
は
特
筆
す
べ
き
だ
が
、
地
域
政

党
を
立
ち
上
げ
、
議
会
の
主
導
権

を
と
る
政
治
手
法
は
、
二
元
代
表

制
の
地
方
議
会
と
し
て
適
当
か
ど

う
か
判
断
が
難
し
い
。

　
　
福
島
で
は
放
射
能
汚
染
が
魚

や
野
菜
、
安
全
と
言
っ
て
い
た
米

に
も
出
た
。
近
海
の
戻
り
カ
ツ
オ

に
も
セ
シ
ウ
ム
が
わ
ず
か
だ
が
出

た
。

　
学
校
給
食
材
料
の
検
査
は
、
医

師
で
あ
っ
た
菅
谷
松
本
市
長
の
チ

ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
子
ど
も
の
甲
状

腺
の
話
を
聞
く
と
、
計
測
を
他
人

任
せ
で
良
い
だ
ろ
う
か
。

　
県
衛
生
研
究
所
の
調
査
で
放
射

能
は
正
常
な
数
値
だ
っ
た
た
め
、

町
独
自
で
は
必
要
な
い
と
判
断
し

て
い
る
。
カ
ツ
オ
の
放
射
能
の
数

値
も
基
準
以
下
だ
が
今
後
も
注
視

は
し
て
い
く
。

　
　
エ
コ
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題

で
太
陽
光
や
小
型
水
力
に
よ

る
発
電
を
梼
原
町
で
も
や
っ

て
い
る
。
佐
賀
馬
路
地
区
に

は
「
雨
水
の
防
災
対
策
」
と

「
小
型
水
力
発
電
装
置
設
置
」

の
可
能
な
場
所
が
数
ヵ
所
あ

る
。
一
石
二
鳥
の
効
果
が
あ

る
が
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

　
小
水
力
の
利
用
促
進
協
議

会
に
来
て
貰
い
調
査
を
し
た

が
、
詳
細
に
つ
い
て
は
詰
め

て
見
な
い
と
分
か
ら
な
い
と

の
事
で
、
調
査
内
容
を
持
ち

帰
っ
て
い
た
だ
い
た
。

そ
の
他
の
質
問

※
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
つ
い
て
。

※
カ
ツ
オ
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
つ
い
て
。
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